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■ 巻頭言　歎異抄より　理事　伊藤　高
■公開市民講座　どんとこい！認知症XII 認知症になっても地域で生きる　
 第１部　特別講演　中村　祐　（国立大学法人香川大学医学部精神神経医学講座）

 第２部　シンポジウム　山崎英樹／長谷川弘貴／康　哲虎／高橋幸男　　総合討論

■子どものこころの健康を考えるシンポジウム　
 子どものこころの健康を考えるシンポジウム～子育て文化を考える
 第１部　シンポジウム　鯨岡　峻（京都大学名誉教授）／坂根シルック（東京農工大学リーディング大学院

 特任准教授)／太田素子（和光大学現代人間学部心理教育学科教授）／大嶋正浩　第２部　ディスカッション

■ 精神科診療所東奔西走　高知　伊藤　高（高知県精神神経科診療所協会）
 埼玉　佐藤順恒（埼玉精神神経科診療所協会）
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